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人間がなぜ被服をつけるようになったかについては,気 候などへの適応,装 飾,恥,異 性を
引 くためなど,い ろい ろ説があるようであるが,被 服には,身 体の保建衛生を目的とする生理
的(寒 冷,暑 熱,外 傷等から身を守る)な 機能 と,装 飾,審 美等の役割を果すと共に,社 会生活に
適応してい く為の徳義,儀 礼に沿 う美的な機能の二面に大別することが出来るであろう。
人類文化の進むに従L?生 活様式は複雑 となり,被 服の果す役割も次第に多 くなって,社 会生
活 をしている以上,文 化社会の常識的な礼儀 として,自 己の外見,容 姿 を適度に美 しく,服 装
を整えて他人に好感を与えることは現代人のエチケットで もあり,人 間生存に欠 くことの出来
ない被服は決して 「着てさえいればよい」 とい うものではない。
人間として生きてい く為に欠 くことの出来ない基本的要求である衣,食,住 即ち,生 きる為
に必要な栄養,衣 服,住 居は,児 童は一般にその保護者の所得により保障され,衛 生面,身 だ
しなみ,趣 味性等の躾は家庭で行なわれるのが本来の姿である。
しかし,社 会の現実は多 くの不幸な児童をつ くりつつある。 これらの児童の多くは養護施設
や他の児童福祉施設におL>て 生活 している。施設児童 と云えども,健 康で文化的な生活が確保
されなければならないことは,児 童憲章はもとより,児 童福祉法その他児童福祉に関す る諸法
で明らかなところである。
戦前はともあれ,終 戦後5年 位は国民全てが手持ちの衣類を食物にかえて飢を凌いだ,い わ
ゆるたけのこ生活といわれた時代である。施設においては,孤 児,浮 浪児,棄 児等が雑然と収
容 され,日 常的な生活維持を保つことが如何に困難であったかについては戦後の社会事業史に
於て明らかなところであるが,被 服の面では,衣 料なく,学 童服等は修繕の上に修繕を重ね,
足袋靴下等は保母が不用衣類の中から良い布だけ選んで造 り履かせた。又それに必要な糸がな
く,不 要布等から織 り糸を抜き取 りそれにあてた。 こうした血の惨む様な職員の生活の知恵で
支えられていたのである。
しか し,ラ ラ物資により・,当時,一 見 して施設児童と解ったの もこの頃であり,反 面では一・
般家庭児童 をして羨ましがらせたの もこの時期である。
昭和27年 頃より,除 々に種々の物資が出回 り始め,昭 和30年 頃には,衣 料に対する統制が徹
廃され,衣 生活 も戦後十年で戦前の水準に回復し,続 いて訪れたのが大量消費の時期である。
費
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・一般家庭では,他 の生活分野に比べて衣生活面が飛躍的に充実 していった。この時期に施設 に
対 して全国的に衣料を贈る運動が盛んに行なわれたが,し か しながら,こ れらは直ちに着用出
来 るものは非常に少なく,職 員の手不足と合せて修理が出来 なく,利 用する迄に至 ら なか っ
た。
しかし,そ ゐ後天然繊維に代って,優 れた特色を持った数々の人造繊維の創造,化 学繊維の
出現,電 気製品の開発等により,衣 生活は質的にも量的にも合理化 され・かつ豊富になり,昭
和36年 ～37年 頃をさかいとして,防 寒必需的なものから,奢 侈的なものa・ った衣生活の面で
大 きな転換が見 られた。いわゆる 「使い捨て」 「着捨て」とい う言葉に表現 されるように,今
や衣生活は,時 間,場 所,場 合に応 じてそれぞれにマッチした衣生活を楽 しむまでになって来
た。
しか しながら,施 設においては,措 置費は物価の上昇に追い付けず,児 童の要求 は も と よ
り,衣 類の質,量 をみるとき,決 して満足出来る状態ではなく,衣 料事情は以前 として寄贈品
に依存 しなければならないのであり,衣 類の種類,量 的,質 的な向上実現には,今 後かなりの
年月を必要 とするであろう。
今日,施 設では食生活,住 生活の面において研究 も進み,改 善,改 良がなされつつあるが衣
生活の面では,そ の必要が叫ぼれながらたえず 「食」に優先され据置きの状態である。
施設の衣生活に視点 を合せ,被 服の状況,保 母の任務と衣生活の関係等について,そ の実態
把握のため養護施設における衣生活実態調査を,京 都市,府 下の養護施設を対象として実施 し
た。なお,精 神薄弱児施設及一般家庭児童の衣生活とも関連させ,調 査を実施 した。
1.調 査 の 目 的
人間が社会の中で生 きてL>く ための基本的要求 を最小限に満たす ものが 「衣,食,住 」であ
る。児童の健全な育成は,こ れら衣生活(註1),食 生活,住 生活の相互のバ ランスを保持するこ
とにより達成 されるものであると考えられる。衣服は,た だ着ておればよL>か と,保 温,皮 膚
の保護等の実用的な機能や保健衛生的な機能の手段としてのみだけでなく,人 間本来の美」に




今 日,児 童福祉施設では低い保護単価,激 しい物価高,人 手不足等のもとに食生活が優先 さ




B.低 い保護単価,人 手不足,物 価高の中にあって,衣 生活指導がどのようになされてい る
か
C.児 童の情緒,身 心の発達に充分適応 された:被服が調達されてい るか。
D.児 童の好み,要 求,個 性が充分生かされているか
E.保 母の労働 と被服の関係について
本調査は 「養護施設における衣生活の実態」把握 と同時に,施 設における衣生活のあるべき
姿を研明せんとするものである。
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3.調 査 の 対 象
京都市内,府 下の養護施設9施 設。精神薄弱児施設4施 設
4.調 査 の 方 法
調査用紙を事前に施設に送付依頼 し,調 査員が施設長及び担当保母に面接,質 問して調査用
紙に記入した。














ある。肌着,上 着,寝 具等は被服寝具費 を
充当してい るが,各 物品に対する費 目の使
途は各施設により異なり,靴,傘 等の身の
回り品は日用晶で,同 種類の物品であって





































































皿 囗・一 被橢 顛
ロ ー ・胛 蹟
目 ・一 保麟 生費
囮 ……教韻
表2
一生 活 諸 費一
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養護施設及び精神薄弱児施設の措置費の内訳
一飲食物費




冖*入欝 支度金(小学1年,申 学1年 へ の入学,進 学に必要
な学童服,帽 子,ク ツな どの購入費)









被 服 の 物 品 別 費 目 調 査
驪 蠹 ・一 入欝 支度金
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め希望を聞いて調達 し寄贈する様である。大手メーカーや,強 力な後援団体,施 設の縁故関係
に限られてU>る ともいえる。
ねまきはほとんど購入されている。ゆかた等が寄贈晶の中にまれにふ くまれていることもあ
るが,施 設では一人一人にゆかたを新調 してやることが出来ないので,こ うしたゆかたはねま











。 デザイン,色 彩,形 体等の好みもあるので,中 古品よりも少量で も部品が欲 しい。
・ 靴下の寄贈をして欲 しい。特に幼児用及中学生男子,女 子の靴下に希望が多い。
。 小学生高学年及ぼ中学生男子の被服全てに不足している。
施設に於 る衣生活運営は以上のことからも,今 日寄贈品なくしては考えられなyaで あろう。
表4購 入品 と寄贈品 との割合(%)




陣 児 小学生 匝 学生
寄 贈 品
幼 刺 小学酬 申牲
肌 着 ・下 着 55 52 58 45 48 42
上 着 30 25 40 70 75 60
寝 具・ね ま 司76 77 86 24 23 14
は き も の 82 90 90 18 10 10
運 動 着 0 63 49 0 3? 51




下 着 ・ 肌 着
上 着
溝
社 会 学 部 論 叢
鰍 騰 入 品 と寄贈 品 との 聳
A B C D E F G J聴 K
齢 購1寄劇寄輪 麟1縮 購寄沸 縮
幼 児i1・ ・1・12・}8・…1・13・17d2・18・15・15・17・13・15・15・U
小 学 生i1・ ・}・2・8・ …i・4・i6・1・ ・19・1703・17・13・15・50・ ・[9・
中 学 生1…1・2・18・!…1・14・16・13・7019・1・ ・jso2・5・5・1・09・
幼 刺 ・}・07・13・1・1…!4・!6・1・ ・ig・i5・[5・t7・3・[・}1・d
小 学 生1・1…13・17d・}…i3・;7・2・18・17・13・i7・13・[31971595
中 学 生1・1…17・t3・1・1…13・17・i3・17・1…1 0802013971595
寝 具 ・ね ま き
幼 則g・[・ ・18・12・i505・lg・i・・i・・19・1…1・i…1・19・1・d
は き も の
運 動 着
小 学 生19…18・ 【2・15・ﾎ5・19・!・13・17・!…d…1・lgd・ ・955
申 学 生[951519・t・ ・1505・}9・1・ ・7・13・1・…1・ ・d・9・i・ ・i5
幼 児195i59・ ・・…1・ii90・ ・i5・i5・1…1・15・i5・!9・1・d
小 学 生195}519・!・ ・1…090・ ・16・14・[7・30…i・19・1・ ・195}5
中 学 生 ・…}9・1・1…[d9・i・ ・8020…[・i$・i2・[9・1・ ・}955
幼 児1
小 学 生12・i8・18・12・1…1・19・1・ ・{5・501…1…1・13973・17・
制 服
中 学 生[2・i8・505・1…1・9・1・ ・}5・}5・!・ 1・1…t・39713・!7・
幼 刺




表6寄 贈 品 の 状 況






下 着 ・肌 剤2 70
上 着 1 80
運 動 剤5 30
糊 ・ね ま き14 40
は き も の[3 50




新 品 4 40
中古品(補 修 の必要 なし) 270
〃(補 修 の必要 あ り) 1 80
〃(簇 騎 しく補修の)3 60
廃 棄 処 分 す る も の 4 40






購入に際しては担当保母があらか じめ個々の児童の所持枚数や種類の有無,好 み,日 常の取
り扱い方を調べ,必 要に応 じて購入するが,そ の方法は各施設とも別に決められた もの は な
1!)。(表一7)
購入度合については,多 い物から肌着と下着,履 物,寝 具 とねまき,上 着,運 動着の順位 と
なってお り,又,そ れらの購入はどのような点を重点視 されていますかという問に対しては,
材質,耐 久性が トップで,次 いでサイズ,形 態,色 彩の順 となっており,流 行につU>て は参考
程度Yな っておる。
購入する場合,経 済面 を重視するあまり,実 用一点張 りとい うの も衣類の場合注意したい も
のである。
表7被 服 の 購 入 方 法
購 入 方 法
Ai必 要に応 じて隰 スーパー ・一 ケ・ トで購入
B1保 母が晞 一職員間で相談一購入伺提出一デパートm部 又は特儡 売場礁 入
C 職員 間で相談→係→課 長→庶務→園長→業者
D 肌着類は年 二回購入,上 着は ほとん ど購入 しない
.そ の他の被 服は保母が必要枚数 を調べ申請→許可→業者
E 現金買い
Fけ 旨定mよ り購入・但し高灘 は指定黯 で各自購入することもある
G1必 要に応 じて指定業者 にて購入,時 には児童 と共 に買い に行 くこともある
i
J 担 当保 母 よ りの 申請 に よ り,児 童 と共 に 小売 店 や ス ー パ ー マー ケ ッ トで購 入
K1指 鰈 都 て物..入 手続 きに よる
L,va要 に応 じて近 く啼 店 に礪 入
購 入 時 に児 童 の 要 求 を ど の程 度 か な え て
い る と思 わ れ ます か とい う問 に対 して80%
か ら30%と 大 き な差 が あ るが,養 護 施 設 の
み の 平 均 で は62%と 半 分 以 上 希 望 が 満 され
て い る よ うで あ る。(表 一8)
一 般 家 庭 児 童(中 学生)の 場 合 ,購 入 は女
子 で は92%が 親 と一 緒 に 行 くと答 え てい る
の に 対 し,男 子 の場 合 は,自 分 の 好 き な も
の は 自分 で 買 い に 行 くと答 え たの が8%,
親 と一 緒 に 選 ぶ が40%,親 に まか せ るが46
%と な ってv>る 。(図 一1)
表8被 服購入時に児童の要求が何 パーセン ト
ヵ〉なえ られ ているか
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被服の種類 とその数はどの程度が適当かとい うことは,個 々人の生活内容に左右されること
であるから一般論で云い切ることは困難であるが,児 童の場合は,普 段着,通 学着,外 出着と
分け,大 体の必要枚数はつかむことが出来 る。各人の種類と持ち数は少ない程管理面では楽で
あるが,一 枚を破れる迄着続ける。又,履 き続けることは,被 服の寿命を短か くし,か えって
不経済である。
施設に於ては実際どの程度用意 されているかを調べたのが 表 一9で ある。 日常生活に支障 を
起さない程度には揃えられていると思われるものの,予 備(着 替え)については不充分な状態
である。寄贈品で多くが賄なわれているため,種 類,枚 数に片寄 りが目立っている。




立つ物は,防 寒用下着である。(男 子のズボン,ズ ボン下・女子の長袖シャツ等)又,ね まきは全
施設共に少ないが,特 に中学生では平均所持数が1枚 以下と予想枚数より少ない。
両靴について,学 校が近い為必要 ないと答える施設もあるが梅雨期,冬 期湿った運動靴で通
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⑥ 美感 を添 えるもの
等の条件が満 されているもので,ね まきについては,
① 脱着が楽 なこと
② 汗 を吸収 しやす く,丈 夫であること等がその条件 としてあげられている。
施設で使用 している寝具,ね まきの実態はどうであろうか。1人当りの所持数は表一10に示す
通 りで,施 設¥/均,敷 布団及び掛布団は1枚 強,毛 布2枚,枕 は1個 弱,シ ー一ツが1枚 強,ね ま
きは夏冬用各1枚 強 となっている。枕が1人1個 弱とい うことは,児 童の中には枕を嫌がる者
や,遊 び道具 として投げ合う為にもみがらがこぼれ修理に困る事等か ら男子には枕を持たせな
い施設 もある。 シーツや敷布団が1人0.5枚 とい うのは幼児の場合でベット数不足や大人用布
団に2人 つつ寝かせているためで,幼 児はこうした寝具利用をしている施設が目立つ。夜尿児
にはシーツ,ね まき,毛 布等が2枚 程度予備として用意 されている。
布団や毛布等の枚…数の多少は,特 に冬における居室の…採暖状況により異なって くるので問題
が少 ないが,ね まき,シ ーツ,カ バー類は全施設 とも少 く,特 に衛生 上一考を要す るで あ ろ
う。
表一11は 材質,形 態についてであるが,敷 布団の綿は硬 さや,吸 湿性の点で木綿綿が最適 と
されてお り,こ の点については各施設とも問題はないであろう。
掛布団はまだまだ重い方が暖いと感 じられる傾向にある。近年化繊綿の軽い掛布団が多 くな
って来ているので,取 り扱いや手入れも容易であるので この面で も一考する必要があろう。
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上記 表の 他夏 の掛布 団 と して タオ ル掛 けが あれ ば便 利で あ る。
又,枕 カバー2枚,布 団 カバー3枚 程 度 ある事 が望 ま しい。
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に対 して,基 本的な生活習慣の指導,安 全指導,健 康管理,余 暇指導,衣 料管理,学 習指導,





と仕を持つ者である。児童を担当し,児 童の居室を管理する保母の業務内容を,衣 生活,食 生
活,住 生活に関する一般任務と,そ れ以外の特別任務とに分類 まとめたのが表一14である。
これらの多様な任務は,勿 論,保 母が主体 となり児童指導員 とチーム ・ワークを組みながら
他の職員 とも協力しなけれぼ遂行出来なv>のであるが,特 に一般任務の衣生活に関するものに
ついては,従来より種々論議が繰 り返されて来たものであるが,今なお保母の主要な仕事とみな
されており,実 際,こ の処理処置の為明け暮れしているのが現実の姿である。保母の1日 の労
働時間の40%～50%が いわゆる洗濯,繕 いにつv)や されてLaる 。(表一12)
東京都社会福祉協議会児童部会が実施 した養護施設保母の勤務時間分析にも¥/,均38.4%と 報
告されている。(表一13)
施設保母の24時 間勤務 といわれた勤務状況は極端な表現であろうが,昭 和32年 の全国平均14
時間46分 から10年後の昭和42年 では,平 均9時 間と5時 問も短縮するとv)う労務管理の改善が
なされつつあるものの駐3),以 前 として洗濯,繕 いに必要な時間はかわっておらず,洗 濯,繕
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表13養 護施設保 母の勤務時 間分析
起 床 指 導
着 衣 体 操
食 事 準 備
洗濯つ くろい
話合い 読 書
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表14保 母 の 任 務








・幼児 の寝具上げ下 し,ね ま きの
始末 と学童の これ らの始末 指導。
・幼児 の着替 え介 そえと指導 。
・洗濯
・夜房 布団,ね まきの始末
・ア イ ロ ンか け,繕 い や,そ れ ら
の整 理 及 び 管理
・入 浴 時 の 着替 え指導
・就 寝 時 の 指 導
・衣 類 の 購 入,売 却
・洗 濯 ,繕 い 指導
・季 節 に 応 じた衣 類 の 出入 れ
・布 団 つ く り
・シー ツか け
・食物 の購入,調 理は専問 の




卜 食物の摂 り方,作 法の指導
1.暴 飲暴食の注意
1














◎ 健康 に配慮 を要する児童 の予防 と看護 ・つめ切 り ・入浴 ・散 髪 ・治療 ・病院の付添 ・看病 ・
体重測定
◎ 就 寝指導…学校の用意の準備の習慣 づけ ・夜尿児 の世話
◎ 幼 児保育 …児童個別(特 別)処 偶 ・児童 と共に遊 ぶ ・談 らん ・本読み ・TV観 賞
◎ 学習 指導
◎ 学校連絡 ・父兄会 出席(学 校)・ 児童父兄の面接 ・相談所への連絡
◎ 観 察記録を とる(日 誌 ・育成 記録)
◎ 施設外会議 出席
◎ 来客 ・慰門者応接
◎ ボ ラン ティア指導及びその応接
ア.洗 濯
新陳代謝の激 しい児童達の内外からの汚し方はすさまじく,毎 日清潔な衣服を着せるために
は,洗 濯は保母の最 も重要な仕vな っている。洗濯物は幼児のもの全てと学童が洗濯困難なも
の等で,下 着,肌 着等は普通入浴後(入 浴回数は平均月週2回 程度)行V)・ 毛布・シーツ・ねまき
等は大体の予定をたててなされている。しかし洗濯量を更に増加 させているものとして夜尿児
の物があげられる。又,近 年各施設とも幼児の入所が多 くなりつつある傾向と夜尿児は各施設
とも平均10%か ら15%と いわれるが,洗 濯量及び回数に拍車 をかけてL?る 。
表一15は 各施設における洗濯状況をまとあたものである。




日常,児 童が衣生活を確保 されてL>る とい うことは,必 要種類,枚 数が整理,管 理 されてい
ること,衛 生的な状態に保たれていること,よ く修理 されていることを意味する。
施設 に於ては季節の変 り目に先立って行なわれる衣類の出し入れは,衣 類管理中の大仕事で
あり,全 児童の整理が出来る頃には,次 の季節の準備をしなければならないとい うこともよく
あるとい う。
養護施設における衣生活の一考察
表15児 童 数 と そ の 構 成 及 び 洗 濯 状 況
施 設
養 護 施'設
A B C D E F G
収容定員
1現 在
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傘'ねま き 、シー ッは ぞめ 都度灘濯す るが
,'布 団は 日に平 レ,.始 めは打 直 し ざきくが,最 後に は打直 し も
きかず2 .廃 棄処 分にす る。..
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表一16は 各施設における衣類管理 を調べたものを月別にまとめてみたものである。衣類管理
は非常に計画性,能 率性を必要とする仕事であり,実 に多方面にわたっている事 と,保 母の労
働過重になる要因で もあろう。
保母の労働内容は衣生活面のみをみても多種多様にわたり,児 童の身心の健全な育成にとっ
又児童 と起居 を共にしている施設保母にとって1日 として,手 を休めることが出来なL>の であ
る。
これらの仕事は,児 童員数とその構成(性 別,年 令別,知 能の高低,入 所時期,施 設生活経験の多
少等)施 設の設備,経 営(経 済)状 態,生 活態度,季 節,環 境等が労働時間及び内容を大きく左
右 してい ることは見逃せない。
施設における衣生活に関する仕事は,特 別の知識がなくとも,ま が りなりにも処理すること
が出来 るであろうが,し かし,今 日の時代に即応 した豊富な知識と的確な卑置を必要とする技













・衣 料 プ ラン1年 の 計 。 せ め て上 半 期 中に 購 入 しな けれ ばな らな い もの に つい て考 え,費 用 に つ
い て も計 画 を立 て る。
・秋 の終 り頃か ら着始めた冬物普段着 の汚れが 目立って くる頃で,申 問の手入れを必要 とする。
・春 に着用 する ものの準備を考 え始める。
・春物 を出し,し わを伸 し,防 虫剤 の臭い も消 して,丈 や巾を調べ直 してお く。
・大 きな冬物始末 の手配 をする。
・新入学 ・進級す る児童の用意(新 学 期の 通学服の準備)
・冬 物 衣 類 の整 理(梅 雨 か ら夏 に か け て,防 湿 ・防 虫 に気 を つ け る 。)
・合 物 の 用 意 。
・薄 物 の 上 着 や カー デ ィガ ン を防 い て 春 物 を し ま う。
・夏 物 を 準備 す る。
・梅 雨 を前 に して,雨 具 の 点検 をす る。
・夏 布 団 の準 備。
・ぬ れ た 雨 具 や衣 類 の 手 入 れ 。
・雨 の 晴 れ 間 に合 着 の 始 末 ・布 団 や傘 を 日に:Fす 。
・押 入 れ の 中 の湿 気 に気 を つ け る。 特 に布 団 。 天 気 の よい 日は 押 入 れ,戸 棚 を 開 け る 。
・臨 海 キ ャ ン プ行 きの 準 備 。
・梅 雨 が あ け れ ば,雨 具 の 整理,押 入 れ の湿 気 を払 い,布 団 を 出 し て,偶 々 まで 日に 当 て風 を通 す 。
・衣 類 ダ ン スの 中 を入 れ か える 。
・下 着 類 の 洗 濯 は 小 ま めに,汗 ば み や す くな る ので 清 潔 に 注意 。
・合 着 ・冬 着 の つ くろい,更 生 を す る。
・冬の寝具の手入れ(綿 の打直 し ・つ く りか え)
・防虫剤 や防湿剤の補給
・新学期 の通学服や合着の 手入 れ
・夏 衣 類 の整 理 と秋 衣 類 の順 備
・蚊 張 の 始 末 ・夏 布 団 の 始 末
・冬 寝 具 の 用意 …… い つ で も使 える よ うに用 意 して お く
・薄 着 の 習慣 を つ け させ る よ う訓 練 す る .





・夏 の衣類 をしま う。合着～冬着 と入れ替 える。(保 存箱 には申に入れてある物 を明記 してお く)
・夏のは きものをか たづ ける。
・冬着の準備……手袋
,く つ下等の小物類 ・防寒用下着 もぼつぼつ準備す る
・修学旅行 があればその用意
・防 寒 着 の 点検(裏 地 の ほ こ ろび




な身心の発達に十分適合 した被服が調達 され,児 童が児童らLU>生 活,特 に衣生活の面で必要
な被服管理がなされてい るかにあるが,児 童の衣類については,一 通 りの必需品は取 り揃えら
れている・ しか しながら経済的な制約の もとに,予 備品气(着替え):等は実に乏 しく,衣 類の多 く
は依然 として寄贈晶でまかなわれており,寄 贈品なくしては施設の衣生活を営むご1は 不可能
であろう。従って,児 童個々の希望や要求を満足させることが出来ないのが実情である。 この
ことは又,前 述の表一1の年次推移にも見 られるように如何に措置費の基準の低いかを如実に物
語 るものである。消費者物価の上昇はここ数年¥/均5.7%を 示してお り,被 服費についても41年
4.9%,42年6.1%,43年12.3%Y _大 幅に伸びてい る(註4)。施設における衣生活の確立は,措 置
費の大幅な増額が必要である。
健全な日常生活を営むにあたってまず健康でなければならない。この点施設の食生活面では
改善・向上を重 ね,炊 事を保母が兼務す る施設は段々と少な くなり,専 門の栄養士,調 理士を
置いて,又 食生活に関する研究 もなされ健康管理,体 位向上に努力が払われているが,衣 生活
面についてはその必要が云々されながら調査研究が少 く,資 料文献等にも乏 しい現状である。
近年,養 護施設の措置児童は年少児及び欠損家庭による崩壊家庭児童の増加等質的に変化 し
て来た。 このことから種々問題が派隼じてL>る。治療教育の場 としての施設は常に児童の人格
形成の上に留意 しなければならない。この点からも今 日の保母の最 も重要な任務は,綿 密な調




しかし,現 実の保母の任務は日々雑用 とも云うべき洗濯,繕 い等の仕事や,そ れらを処理す
ることのみに追れ,養 護技術の修得等 に要する時間は無きに等しい現状である。洗濯,繕 いを
専門とする職員を置ぬ限り,そ れらは保母が しなければならず,保 母の任務が衣類の管理が主
である訳ではないが,そ うせざるを得ない状態に置かれてい る様である。1日 の平均時間の約
40%前 後を洗濯や繕いに費やされているこYは,望 ましい保母と児童の接触は無理なことであ
り。保母の任務確立 こそ急務であろう。
本調査 を実施するにあたって,養 護施設においては,和 敬学園,つ ぼさ園,平 安徳義会,迦
陵園,積 慶園,桃 山学園第2課,双 葉寮,青 葉学園,舞 鶴学園,精 神薄弱児施設においては白
川学園,大 照学園,福 知山学園,桃 山学園第1課 の各施設の協力と,つ ぼさ園大江園長には調
査票作製の上に指導を受け,粂 田明子氏には調査票作製,調 査,集 計等に協力していただいた
ことをこの稿をかりてあつく謝意を表するものである。
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註1.「 刻 とは,撫(着 る物一切,履 物,寝 具,傘,そ の他一切の身の酌 品)の 事 を指レ・雄 活
とは,こ れ らの購入,整 理,管 理,指 導,運 営等被 服に関す る一切をい う。
註2.被 服寝具 費 とは,普 通被服(上 着,下 着,肌 着,寝 具,ね まき,履 物,傘,装 身具・その他一切 の
身の回 り品)の 新調費,修 繕費,洗 濯費及 び裁縫用具費等被服 に関す る一切の費用を含 む費 目の こ
とをい う。
註3.全 国社会福祉協議会 調査
註4.昭 和44年 国民生活 白書経済企画庁編P.17(一 般世般の費 目別消費支 出の推移)よ り
斉藤 兼,杉 本一義編






























川 島 書 房
誠 信 書 房
ミネルヴア書房
家 政 教 育 社
生活科学調査会




主 婦 の 友 社
調 査 用 紙
謹啓 貴 園にはます ます ご精祥のこととお よろこび申し上 げます。
さて,こ の度 は突然のお願いにて誠 に恐縮 とは存 じますが,実 は当研究室にお きまして,「養護施設(精
神薄弱児施設)に おける衣生活の実態」 を研究主題に,調 査を実施す ることにな りました。つ きましては
誠に ご多忙 中とは存 じますが,こ の調査についてお力添 えをいただ きた くお願い 申し上げます・
我 々人間が社会 の中で生 きてい くた めの基本的要求 を最 小限に満たす ものが,衣 ・食 ・住であ ります 。
児童の健全 な育成は,こ れ ら3つ,即 ち衣生活,食 生活,住 生活の相互のバ ランスを保持する ことによ り
達成 され る もので あると考 えます。
今 日,養 護施設(精 神薄弱児施設)に おきましては,低 い保護単価 ・激 しい物価高 ・人手不足の もとに
衣生活 は食 生活 に優先 され,改 善の必要が叫 ばれ なが らも,ま だまだ立 ち遅れている現状 はあ ります。
衣服は,た だ着ておれ ばよい とか,保 温 ・皮膚の保護等の実用 的な機能や保健 衛生的な機能の手段 とし
てのみあるのではあ りません。人 間本来持 ってい る美 に対す る要求 は 自分 を美 し く見せたい とい う事か ら
まず被服に現われますが,そ れ は児童の身心の発達,特 に情緒面 の発達 に徴妙 な影響 を与 える ものとい わ
れてお ります。
児童のおかれ てい る社会 的立場 ・情緒面の発達 ・身心の発達に十分適合 した被服が調達 されているだ ろ
うか。
能率,経 済面 に重 きをお くがゆ えに,児 童の要求,好 み,個 性 はその枠内で十分生か されてい るのだ ろ
うか。
以上の観 点に立って,こ の調査は,「 養護施設(精 神薄弱児施設)に おける衣生活の実態」把握 と同時
に 「養護施設(精 神薄 弱児施設)に おける衣生活の あるべ き姿 」求 めるた めの基礎資料の1つ にしたい と
考 えてお ります。貴 園には決 してご迷惑をおか けす るよ うなことは致 しませんので,こ の調査趣 旨をご理
解いただ くと共に,
ます。
付 記 調査 要項
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調 査 の 名 称
調 査 の 趣 旨
調 査 の 内 容
調 査 の 対 象
調査結果の ご提 出期 限
調 査 結 果の ご提 出先
養護施設(精 神薄弱児施設)に おける衣生活実態調査
養護施設(精 神薄 弱児施設)に おけ る衣生活 ㊦実態把握 と今後 どうあ ら
ね ばな らないかを研 明す る。
児童,職 員状況,環 境,
被 服の寄贈 品につい て,
母の労働,被 服所持数,
各施設におけ る事務費の内訳 とその年次推移,




京都市北区紫野北花 ノ坊 町96佛 教大学 社会福祉研究室
鰍 施設・,(榊 薄弱児施設)に お1ナる衣生活実態調査表 (その1)
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⑨ 年次推移
繭 一 ミ 鬘1・・圈 別251・ ・27「 ・8i2gi・ ・3・132・33糾 圈36i37333gl・ ・國 ・・
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6。 ①被服 の管理FLつ いて
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不要衣服(洋 服)の 処分方法 ・多い ものから順位をつけて下さい。
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シーツ,布 団 カバーの シ冖 ツ











毛布にはカパーがかかっていま参か は い ・い い え
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}キ ャラ尹・7a一 ド・天 じくもめん ・かな き'h'夏 の洋服地
冬の掛布団の重量(1枚 当り) ㎏
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8.幼 児,学 童(小 学生)の 被服所持数……(1人 当り)
幼 児 小学生(男) 小学生(女)
名 称1綱 名 称 樋li名 称i枚 数1名 称 陣 日 名 称i鰍 名 一1
・。一 ・パン・1
・,・ マi
・ ・ パ ン1
体操 塑 ・1
.水 着1
・ プ ・ ン[
・ ・ ク 刈
長 く ρ 下1
称1蠍
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幼 児 購 入 分 寄 贈 分 ii 小 学 生
購 入 分 寄 贈 分 1中 学生以上
購.入 分 寄塑
下 着 ・机 着
上 着
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は き も の
そ の 他





10:保 健,容 嵐 経済上からの今日の施設におひる衣生活について御意慰 御希望をお聞がせ下きい。
